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後 １ 日， 4 日， ₇ 日，１4日，28日に上顎骨を摘出
し， 4 ％パラホルムアルデヒド溶液にて24時間固
定後，μ CT にて硬組織形成の有無を確認した．
その後，１0％EDTA にて 4 ℃， 2 週間脱灰し，
パラフィンに包埋した．厚さ 4 μm の切片を作製
し，Wnt 3 a，Wnt１0a，β–catenin の局在を免
疫組織化学的に解析した．また，マクロファージ





象牙芽細胞に Wnt 3 a，Wnt１0a の陽性反応はほ
とんど 認 められなかった．また，β–catenin に
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関しても髄角部周辺の象牙芽細胞の核に陽性反応
はほとんど観察されなかった．覆髄後 4 日， ₇ 日
では覆髄部周辺の象牙芽細胞と歯髄細胞が





















後 4 日， ₇ 日には覆髄部周辺の象牙芽細胞と歯髄
細胞に Wnt 3 a，Wnt１0a 発現がみられたことか
ら，象牙芽細胞と歯髄細胞由来の Wnt が直接覆
髄後初期における象牙芽細胞活性化と修復象牙芽
細胞分化の役割を担うと考えられた．一方，直接
覆髄後１4日では覆髄部周辺と歯髄中央部のマクロ
ファージも Wnt１0a を発現していたことから，後
期においては象牙芽細胞と歯髄細胞に加え，マク
ロファージ由来の Wnt１0a も修復象牙細胞分化
とデンティンブリッジ形成に関与していると示唆
された．
